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呉の魂「やぶ」を次世代へ  

- ヤブ女が贈る郷土愛の詰まったリーフレット - 

―― 伝統文化の可視化と、教育・行政・地域を結ぶ普及事業 ―― 

1. 「ヤブ女」の情熱を、呉の子どもたちの未来へ 

私たちは、呉のまちと呉の秋祭り文化の象徴である「ヤブ」を心から愛し、その魅力を発信する広島県呉

市の市民団体「ヤブ女（ヤブじょ）」です。  

 

 

 

 

 

 呉市では、毎年 9 月中旬から 11 月の文化の日にかけて市内 40 を超える神社に「ヤブ」（神様の使い

である鬼のような存在）が登場する独自の秋祭り文化が根付いています。この文化は行政主導の保存会な

しに市民の「ヤブ愛」によって自律的に継承・進化しており、期間中 400 匹以上のヤブが呉市内に出現す

ると推定されます。 

呉の子どもたちが、初めて目にする「ヤブ」を単に「怖い存在」として怖がるのではなく、「僕たちの町のヒー

ローだ！」と親しみを持って受け入れ、呉独自の祭り文化を大切にしてほしい…そんな願いからこのプロジ

ェクトは始まりました。 

私たちの想い：シビックプライドの根っこを育てる 

 

 子どもたちが、お祭りの音や姿にワクワクする体験は、郷土愛の原点です。難しい歴史を説くのではなく、

視覚的に「楽しい」「かっこいい」と感じる入り口を作ること。それが、将来どこへ行っても「故郷は呉だ」と胸

を張れる、強固なシビックプライド（市民の誇り）の根っこを育てると考えます。 

2.低学年への配慮が、行政・専門家を動かす「公共の財産」に】 

  

助成金を活用して制作した 1,000 部のリーフレットは、単なる配布物以上の社会的インパクトを生みました。 

• 教育現場への導入と工夫： 呉市内の小学校低学年(旧呉市内の小学 4 年生から 6 年生)

へ配布。「やぶの衣装や特徴」を可愛らしいイラストで図解し、文字を覚えたての子どもでも直感的

に「ヤブとは何か」を理解できる内容にしました。 

 

ヤブ女メンバー           亀山神社にてヤブグッズを販売 
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• 専門家グループ（栄養教諭）との強力な連携 

祭りに欠かせない「いがもち」の紹介を掲載したことで、食育のプロである「広島いがもち研究会」か

ら賛同を受け、亀山神社の例大祭と同日開催された呉初の「いがもちサミット」にて資料を配布。伝

統と食を繋ぐ架け橋となりました。 

 

• 行政（呉市観光振興課）による評価 

ヤブ女ならではの専門知識を、子ども向けに昇華させた高いデザイン性が呉市観光振興課に認め

られ、公共施設（図書館）での展開につなげました。現在は呉市内の図書館や市民センター、まち

づくりセンターで配布・配架されています。「子ども向けなのに大人も欲しくなるクオリティ」として、幅

広い世代から注目していただきました。 

3. 『広がり』：地域や社会に知ってほしいこと 

①デジタルとアナログをつなぐ、持続可能な伝承 

 

 本リーフレットには、私たちが運営し、呉の祭り情報を集約するヤブ女の Webサイトへの QR コードを掲載

しました。紙媒体で興味を持った子どもや保護者が、Web を通じてさらに深い祭り情報や、各地域の開催日

程にアクセスできる仕組みを構築しています。Web サイトのデザインもヤブ女代表であり、アートマネージャ

ーである久米ゆきが担当しました。 

②「好き」を「伝える技術」に変えて、社会を動かす 

 

 市民団体の「好き」という情熱が、イラストやデザインの工夫によって、栄養教諭や行政組織を動かす大き

な力になりました。リーフレットが図書館という「公の場」に置かれたことで、呉の祭り文化が、観光資源とし

てだけでなく、次世代を育む重要な「教育資産」であることが社会に再認識されました。私たちは、この「ヤ

ブの輪」をさらに広げ、呉の未来を明るく照らしたいと考えています。 

4. 『デザイン』：読みやすさ・分かりやすさの工夫 

・ 低学年特化のビジュアル設計：怖いと思われがちな「やぶ」を、より身近に感じてもらえるよう親しみや

すいイラストで表現。 デザインは久米が担当しました。お面や装束の特徴を色分けして図解するなど、

視覚的な分かりやすさにこだわっています。クリエイティブの力で伝統を伝える、私たちならではの強み

を活かしています。 

・ 情報のワンストップ化： 「やぶの知識」「食文化（いがもち）」「最新の祭り情報（Web サイト）」を A4 用紙

2枚分のスペースに凝縮。呉の祭りの基礎がわかる「ガイドブック」のような役割を目指しました。 

・ 「持ち帰りたくなる」クオリティ： 図書館やイベント会場で、市民が思わず手に取りたくなるような、洗練

されたレイアウトと温かみのあるトーンを両立させました。 

 

※参考資料 リーフレット「呉の町はヤブだらけ。ヤブ文化を追いかけていたら、気がついたヤブ女のお話。」 






